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SymopsIS  

Forthepurposeofsandbreakingsomegrassesandyoung trees were planted on sand  

beachoftheShonanareain KanagawaPreftcture・Thespeciesnumberoforibatidmitesin  
sandandlitterdecreasedgraduallytowardthesea（G→A）・Density of the mites did not  

show，however，agradualchange，butdensityintheplotsoffrontline（AandB）withpoor  

vegetationandsoilwasdistinctlylowerthanintheremainlngplots・   
Apartoforibatid・SpeCiesinhabitingpinefbrest（E～G）．invadedinto the sandbreak  

plantation（A～D）佗uadrqppiaquadiicarinata，SuctobeH，ella spp・，伽ieHd nova，Archo－  

／り血‘J／・川（J駄〟‘川＝．1川‘J【ノ川／川‘川わ〃Jムヾゞ川g加・Y（・力／．〟／岬〃／血‘肌／〃仇・ゝぐカt一山′常‘〃（1、山河ピ‘′－  

tus，etC．）．But，SOmetenSpeCiesdidnotyetsucceedto enter the plantation（77？CtOCqPheus  

eおgα〃∫，〃0血〟∫∂わ助加，gOカJpOC加ゎ〃ねJ∫Crα∫血e晦eれ〟gcrα詑Je∫α〟ズ肋汀由，拘ザOC如如〃ね－  

HdminutLssima，etC．）．Ontheotherhand，SOme SpeCies of difftrent characterincreasedin  

theplantation，thoughtheyarescarcelyfbundinthepinefbrest（OribatuklSakamoriL伽ia  

Sp．28，biasp．38，etC・）・  

なし，植栽地へのササラダニ類の侵入過程を供給源  

のものと比較しながら調査研究を行なったのでここ  

に報告する。   

本文に入るに先立ち，土壌資料の採取とプレパラ  

ート作成にご協力いただいた横浜国立大学教育学部  

学生の板倉 靖氏と，虹ヶ浜試験植栽地の航空写真  

（ヘリコ70ターより撮影）を提供して下さった横浜  

国立大学環境科学研究センター植生学研究室の藤原  

一絵助教授に厚くお礼申し上げたい。  

調査方法   

1．調査地点の選定   

湘南海岸虹ヶ浜一帯は，海岸砂防の目的でクロマ  

ツを主とする植栽が古くから行なわれている。しか  

し，これらクロマツの成長は必ずしもよくない。こ  

れは海浜というきびしい環境下であることと，海岸  

に並行して走る国道134号線の影響が相まってはた  

らいているようだ。このようなクロマツ低木林の一  

部の海寄りに湘南海岸砂防林試験植栽地がある。試  

験植栽地内には汀線からの距離，土壌改変，植栽樹   

はじめに  

海岸砂浜は風によって絶えず砂が移動したり，保  

水性に乏しく極端に乾燥したり，温度較差がはげし  

かったりして，植物の生育環境としては不良といえ  

よう。植生の発達が悪ければ有機物の形成も進ま菅  

土壌動物にとっても住みよい環境ではない。わずか  

な有機物と植物の根系が生息基盤となっている。   

このような海岸砂浜に人工的に砂の動きを止める  

“よしず’’を張り，ワラを敷いたり，バーク堆肥を  

補充して有機物の増加をはかり，そこに草本植物や  

低木樹木を試験的に植栽している場所が，湘南海岸  

虹ヶ浜（平塚市）にある。この試験植栽地の後背部  

に以前から植栽され生育しているクロマツ低木林の  

土壌中のササラダニ類を試験植栽地への供給源とみ  

＊横浜国立大学環境科学研究センター土壌環境生物   

学研究室  

DepartmentofSoilZoology，InstituteofEnvironmen－  

talScience and Technology，Yokohama National   
Universlty．  

（1986年6月25日受領）  
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図1 湘南海岸虹ヶ浜地区の航空写真（藤原一絵氏輯影）。手前に国道134号線，奥に相模湾。A～Gは調査地  

点を示す。  

Fig．1An aerophotography of Shonan Beach with sandbreak plantation・The old plantation orpine tree   

（E，FandG）andthenewplantationofevergreenbroad－1eavedtrees（CandD）andgrasses（Aandげ）．  

図2 調査地区の模式図。A・～B：コウボウムギ，ハマヒルガオ，ケカモノハシなどの草本植物植栽地，C～  

D：マサキ，トベラ，アキグミなどポット苗（低木）植栽地，E～G：クロマツ低木林に一部タブノキ，  

ヒメェズリハ，トベラなどを補植。1：よしず，2：30cm客土，3：防風ネット，4：国道134号線。  

Fig．2A schematic drawing ofthe study area．A・B：Carex kobomugiO＝Wl，CabLftegiasoldaneHa RoEM・et  

ScHULT．，1schaemum anthquhoroides MIQ．，etC．C・D‥ Young trees of Euonymus jqponicu5THUNB・，  

Pitto3POrum tObira AIT・，Elaeagnus umbeHataT＝UNB・，etC・E～G：Scrubs ofPinus thunbe7giiPARLAT・  

partly with Pe7Tea thunbe7giiKosTERM．，Dqphn＊hyllum tefismanniZoLL・，Pitto5POrum tObira AIT・，etC・  

1：Reed screen，2：Soildressing（30cm），3：Windbreaking net，4：Nationalroad No・134・  

種などの条件を変えたブロック（各5×9m）が設   （A～D地点，1984年植栽）とクロマツ低木林3地点  

定され，各ブロックは高さ1．5mの「よしず」で囲ま  （E～G地点）を今回の調査地点として選定した  

れている。また，クロマツ低木林にも10－15m幅で  （図1，2）。  

防風ネットが張られ，三つに区分されている。この  2．土壌資料の採取とササラダニ頬の抽出  

中から化学肥料のまかれていない試験ブロック4箇  土壌資料の採取は10×10cm，深さ5cmの採土缶   
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を用いて，地表から地下5cmまでの土壌資料（100  

cm2，500crn3）を各地点で8個づつ採取した。7地  

点から合計56個の資料を得た。採取日は1985年6月  

Ⅰ5日である。採取した土壌資料はその日の中に横浜  

国立大学環境科学研究センターに持ち帰り，ツルグ  

レン装置（Oribatec3010型，径30cm）に投入し，  

40W電球を3日間照射しササラダニ類の分離抽出を  

行なった。  

結果および考察   

1．種数と生息密度   

析生の発達や土壌の肥沃化がササラダニ種数を豊  

かにすることについてはいくつかの報告がある（青  

木・原田，1985など）。ササラダニ顆供給源地のクロ  

マツ低木林（F，G地点）は種数が一番豊かであろ  

うことが予想されたが，実際に34，32種と比較的高  

値を示した。F，G地点の供給源から離れ汀線側に  

向かうにつれて，ササラダニ種数は25→23→15→12  

→9種と減少している。海側に進むほど相生や土壌  

が未熟であることを反映している。特に前線のA，  

B地点はコウボウムギ，ハマヒルガオ，ギョウギシ  

バなどの草本柵物と有機物量に乏しい土壌から形成  

されているため，ササラダニ種数を貧弱なものにし  

ている。  
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図4 ササラダニ類の生息密度の変化。100cm2あた  

りの成虫個体数。  

Fig．4 Densityoforibatidhites／sample（100cm2）．  

F，G地点は古くからのクロマツ植栽地であるた  

め，他のところより土壌も成熟し，土壌環境も複雑  

化している。それを反映して土壌サンプル（100cm2）  

間の種数の変異は大きくなっている。F地点より陸  

側のG地点の方が種数が少ないのは，G地点が比高  

Ⅰ・7mほど高くなった第二砂丘上に位置するという微  

地形的なものなのか，国道の影響を受けているもの  

なのかはわからない。   

自然性の高さとササラダニ類の生息密度の高さと  

は相関を示さないことが報告されている（原田ほか，  

1977）が，ここでもその傾向がみられた。しかし，  

生息密度（100cm2，深さ5cmあたり）の変異幅は大  

きく，はっきりしたことはいえない。A・B地点と  

C～G地溝とのササラダニの生息密度には相異があ  

るといえる。個体数密度がG地点で特に低くなって  

いるのは道路の影響かも知れない。   

2．種組成   

ササラダニ類種組成の一つの特徴は，自然性の高  

い森林生態系においてきわめて種類相に富んだ複雑  

な種組成を形成していることである。それが人為的  

要因によって低次の生態系へと変化すると，何種か  

のササラダニは欠落し，種類相が貧化する。さらに  

低次のものへと移行するにしたがって，より多くの  

ササラダニ種が欠けて一層種組成の単純化は進む。  

つまり最も高次の自然森林生態系は段階的に種組成  

を貧化させながら低次の生態系へと変化していく。  

一方，少ないながら低次の生態系になって新たに追  

加してくる種もいることに注目しておく必要がある。   

湘南虹ヶ浜周辺には大きな緑地もなく，かつて海  

岸の砂防のために植栽したクロマツが，この地域で  

唯一の緑地帯を形づくっている。したがって，この   
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図3 ササラダニ種数の変化。黒丸は100cm2あたr）  

の種数，白丸は800cm2あたりの合計種数。  

Fjg．3 The species number of oribatidmites．●：  

The species number／sample（100cm2）．0：  

Totalnumber ofspecies丘om eight samples  

（800cm2）．  
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表1湘南虹ヶ浜のササラダニ類の種組成と個体数0表中の数字は100cm2当りの個体数o  

TabLelSpeciescompositionanddensity／100cm20foribatidmitesinlitterandsoilofplantation（A～D）  
andpinefbrest（F～G）onShonanBeach・  

調査地   A   B  

ササラダニ相   
a b c d e f g h  a b c d e f g h   

1．Orf占αれ血∫αたα∽Orブタ サカモリコイタグニ   21114 7 271015 8  4  418 9 3   

2．伽ねsp．38 ツブダニ属の一種sp・38   347131912 5 5  7 3 13 21613   

3．q叩血sp．28 ツブダニ属の一種sp・28   1  8   1  14   

4．⊥加如力0励∫Spp、ナミグルマヒワダニ属の数種   7  46  11   7 5 1 

5・βrαCカγCろoc如力0乃g〟∫eね0∫〃eα虎〃血クモガタダルマヒワダニ  17 1   

6．ZJgOribatulasp・B ニセコイタグニ属の一種sp・B   3  2   

7．Oppiasp．X ツブダニ属の一種Sp・X   2  5  2   

8．∫〟C扉e加地spp．マドダニ属の数種   1 211 

9．助力〝OC加ゎ乃血pα押〟∫ ヒメナガヒワダニ   2   

10．e〟αか叩〆α曾〟αめ克α血αJα ヨスジップダニ   1 811  

11．伽7αSp．6 ツブタニ属の一種sp・6  4 4 4   

12．乃わ如gα／〟椚〃αSpp．チビゲフリソデダニ属の数種  

13．（加ゎ肋仰γα ナミツブダニ  2   

14．⊥加如如〝おク血別の〟∫α肋∫ ウモウダルマヒワダニ  

15．Zygo7jbatulasp．A ニセコイタグニ属の一種sp・A  

16．乃c眈印加〟∫γe加〟∫クワガタダニ   

】7．ぶc力eわr如才錯加如∫ コンボウオトヒメダニ   

18．」rc力叩PねαrC〟α肋 コブヒゲツブダニ   

19．尺ゐガ0わ■肋αr血α ヒメへソイレコダニ   

20．尺α∽〟∫eJわ・Cカ〟J〟∽α〃如∫由∫e〃gゐ〟∫C鋸トウキョウツブダニ   

21．∫cカeわ′如才e∫rなJゐe比げ〃∫ マガタマオトヒメダニ   

22．拘∫甜γe∽〟∫ヴ〟αdr如rめ〟∫ ヨツクボタニ   
象  

23．Dometorinasp．B チョクセンエ1）ダニ属の一種sp・B   

24．ぶcゐeわ′如才e∫加γなαれ措 ハパピロオトヒメダニ   

25．〟玩αCαr〟∫eズJ鮎 フトツツハラダニ   

26．Brachipppiasp・2 ユダゲツブダニ属の一種sp・2   

27．βrαCカγC力oc如カ0〃掠り〟gα加 カゴメダルマヒワダニ   

28．g柁椚〟血∫αVg〃昨′ イチモンジグニ   

29．ア〟〃C加加re∫Sp．マルヤハズダニ属の一種   

30．〟αC／王〟e肋vg〃抒加わ∫α ハラゲツブダニ   

31．Pα加αCα柑～血∫クαぐ押〟∫ ニセムカシササラダニ   

32．∫〟Cわぁe肪〟αJ〟占e〝〟加α マドダニモドキ   

33．伽わ椚飯〟∫ ホソテビップダニ   

34．昂ガわカ用α〃〃J叩α躍如クαC沼Cα ヒメハラミゾダニ   
35．Scheloribatessp．X オトヒメダニ属の一種sp・X   

36．」fr叩αCαr〟∫∫Jr如才〟∫ アラメイレコダニ   

37．坤po血∽αe〟∫Sp・ヒメツノジュズダニ属の一種   

38．P叩肋cαr〟∫ゐ加納∫ ケブカツツハラダニ   

39．乃c加印加〟∫C岬んね〃Jα加トゲクワガタダニ   

40．Peわr加f錯Sp．B マルコソデダニ属の一種sp・B   

41．乃c眈印加〟∫eおgα〃∫ カコイクワガタダニ   

42．〃ofか〟∫朗c措αわノ∫ ハナビラオニダニ   

43．励ゐ〝OC如月0励∫Crα∫正好毎e′ フトゲナガヒワダニ   

44．〟わrozefe∫α〃ズi〟αrね ヤッコダニ  
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C   D   E   F   G   
a b c d e f g h  a b c d e f g h  a b c d e f g h  a b c d e f g h  a b c d e f g h   

柑6511107711721710194  31   1 1  

111 2  

2 12 3   1 9 121 6 14 32 2 16 16 72 12   

8555854  1 2 

1 1 1  

159162937225019   

2 3  3   1 1  3 21  11218 2 8 4  1  3 213  1   

1 41  2 4 20   2  181   

1  31  5 4 4 8  21410  24 9144534 91112  1  2  

3036147126868764  

112115  142  

191645512132212   

15 8 6 31317 8  39  4 4416451101   

4 2  9  1  116233   111   5  

2  21  12 5 3  8 61  21415 812 9   

2  1  2   133130 4  3718197  14541410614835138130  

7  1 3  

2  132 1  

1226112   29171613211012   

1  1112 215 2  1 1  

265 123  

1 1  

21 2  

112  

11614158  152145   1  

2121112  2 1  

1 1  

21823111  71 1 

11594114149  

115741  77422765313  

1561625  

1591  

111  19214  
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45．均やOC如加〃ね肋∽励血一助α ヒワダニモドキ  

46．βrαC鋸叩〆αSp．1エダゲツブダニ属の一種sp・1   

47．伽わsp．36 ツブタニ属の一種sp・36   

48．Protoribatessp．A ナガコソデダニ属の一種sp・A   

49．キγわぁαre∫Sp．ホソコソデダニ属の一種   

50．C乙Jかorめ〟ねわJα マルタマゴダニ   

51．MahlCOnOthrussp．C コナダニモドキ属の一種sp・C   

52．伽〟cろe′e∽αe〟∫eわ〃gα加 ヒョウタンイカダニ   

53・Scheloribatessp・ 

種  数／100cm2   3 5 3 6 3 4 3 4  3 4 2 3 6 8 5 3   

平 均 種 数   3．9±1．1   4．3±2．0   

※種 数 合 計／800cm2   9   

個  体  数／100cm2   6 84189438292116  12 6 7 23135029 5   

平均個体数   38．3±32．8   18．1±15．4   

個体数合計／800cm2   306   145   

※Liochthoniusspp．，SuctobeH，eHaspp．，77・ichogalumnaspp・は一種として算定してある。  
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図5 ササラダニ22種の個体数の変動パターン。X＝loglON，N：総個体数。  

Fig．5 Patterns ofchangein density of220ribatid species．X＝loglON N＝Totalindividualnumber  

a：伽ia sp・38，  f：Oppia sp．6  

b：Liochthoniusspp・，  g：伽ieHa nova  

C：OribatuhlSakamorii  h：SuctobeH）eHa spp．  

d：∫cカeわrめα古田臨画∫  i：∫cカeわ′めαJ田山e痩α加  

e：7セc加甲カe〟∫Ve加〟∫   
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23704483235  3  

26226547  1 2 

1 13 8  221  

1 2  121 33 

3433423  

2 2 

91110 712 8 811  12 9 91111141310  1612121211151513  1822222920222522  1618232816191418   

9．5±1．8   11．1±1．8   13．3±1．8   22．5±3．3   19．0±4．5   

34   

269141294162273333159190  639136423139151341269460  40826821312063136358285  249109648343470396308334  60159200361105815698   

227．6±72．9   319．8±181．3   231．4±120．5   357．1±158．2   140．0±101．9   

1821   2558   1851   2857   1120   
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A B C D E F G  

調 査 地 点  

J：乃ねカogα血椚〃αSpp．  

k：月カガOJ′∫血α′血α  

l：月α∽〟∫e肋c／z〟山肌α〃お〃5血∫eJ7g占〟∫C／z～  

m：7セcわC甲カe〟∫C〟軍7（ね〃fαJ〟∫  

∩：q叩南／〃∫／…∫  

0：∫〟Cわ∂e仏肋J〟∂e〝〟わJα  

P：gOゐJpOC如カ0乃血∫C′α∫∫ねe′なer  

A B C D E F G  

調 査 地 点  

q：βrαCカ∫卿～αSp・2  

「：乃c加印加〟∫eおgα〃∫  

S：タeわrめαねぎSp．B  

t：〃ofか〟∫∂わ′〟αJ〟∫  

u：βrαCカ如才αSp．1  

V：竹野止血血北川血血血那   
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クロマツ林は，この地域の中では比較的複雑なササ  

ラダニ種組成をもち，かつ海岸前線への種の供給源  

になっていると考えられる。事実，F・G地点では  

最も複雑な種組成を示し，E→D→C→B→A地点へ  

と移行するにしたがって種組成は単純化していく。  

将来，試験植栽地の植生や土壌が豊かに安定してく  

れば，供給源であるクロマツ林下に現在生息する種  

のかなりのものが試験植栽地にまで侵出するであろ  

うが ，種によって侵出の様子はまちまちである。   

クロマツ林に生息する種のうち，現在すでに最も  

海寄りのA地点まで侵出したものは（8）∫〟Cわぁe加地  

Spp．マドダニ属の数種（本属のものは種の区別が困  

難であるため，数種を－まとめにして扱ってある）  

だけである（カツコ内の番号は表1の中の種名の番  

号と一致する。以下同様）。B地点まで侵出した種は，  

（10）e〟αか叩〆αヴ〝αかわαrf〃αJαヨスジップダニ，（11）  

伽わsp・6ツブタニの一種sp・6，（13）伽お鮎〃OVα  

ナミツブダニなどである。A・B両地点は種の供給  

源から最も遠いばかー）でなく，海に近く環境も厳し  

く，植生や土壌も極めて貧弱な状態にあり，このよ  

うなところにまで侵出できる種は適応幅の広い，小  

形の種ばかりである。   

C地点になると，生息環境はかなト）よくはなろが，  

客土は全くなく，バーク堆肥（20kg／m2）とワラだけ  

が有機物となっている。ここまで侵出している種と  

しては，（18）」〝カ仰ねα〝〟〟ぬコブヒゲツブタニ，  

（19）月カγ∫OfrJぬα′血αヒメへソイレコダニ，（20）  

月α∽〟∫e肋cカ〟わ7α〃お〃∫ね∫eJ7g∂α∫Cカ‖、ウキョウツブ  

ダニなどが追加される。   

D地点には探さ30cmほど山土が客土されており，  

ササラダニ類の侵入・定着は比較的容易になってい  

るようである。この地点まで侵出している種として  

は，（24）∫cカeわノ助αJびゎe痩α加ハパピロオトヒメ  

ダニがあり，更に（25）〟玩αCα′〟∫eズ紘・フトツツハ  

ラダニ，（26）β用Cろ吻わsp．2ユダゲツブタニ属の  

一種sp．2，（28）かe椚〟J〟∫αVe〃昨rイチモンジグニ，  

（32）∫〟Cわ∂e鋸わg〟占e〝〟如αマドダニモドキなども，  

わずかながら生息を始めている。   

E地点はF・G地点に比べれば貧弱ではあるが，タ  

ロマツがかなー）育っているために，更に環境はよく  

な†），（33）伽∫α椚血∫ホソテビップダニが生息す  

るようになり，わずかながら（39）7セc眈甲カe∽C〟∫一  

画如血加トゲクワガタダニも侵出している。   

このようにして，クロマツ林（－F・G）に生息の場  

を確保しているササラダニ顆約25種のうち，13種ほ  

どは試験植栽地A～Dのいずれかのところまで侵出  

している。しかし，一方，クロマツ林から一歩も出  

られずにいる種もある。それらは，（40）Peわr如才e∫§p．  

Bマルコソデダニ属の一種sp．B，（41）乃ctocquheus  

eわgα那カコイクワガタダニ，（42）〃0血〟∫旋肋紘ば  

ハナビラオニダニ，（43）goカJpOC如月0〃血ゞCrα∫5鹿eJ才一  

㌍′フトゲナガヒワダニ，（44）肋／℃彫ねぎα〟ズ肋／鹿ヤ  

ッコダニ，（45）均卯止血血北川加減細則 ヒワダ  

ニモドキ，（46）βr（才Cカ吻由sp．1ユダゲツブダニ属の  

一種sp．l，（47）biasp．36ツブダニ属の一種sp．36，  

（48）Protoribatessp．Aナガコソデダニ属の一種sp・A，  

（52）伽助力e柁∽αe〟∫eわ乃gαねげヒョウタンイカダニな  

どの約10種で，これらの多くは森林性の種と考えら  

れるものである。   

さて，表1を見ると，上に述べた種とは性格を異  

にするもの，即ち試験植栽地に多く出現し，タロマ  

ツ林にはほとんど生息しない種がかなりあることに  

気づく。その傾向を最も顕著に示す種は，（1）0カー  

∂αJ〟わ∫αんα∽0′～けカモリコイタグニ，（2）q叩南sp．  

38ツブダニ属の一種sp．38，（4）Liochthoniusspp．ナ  

ミグルマヒワダニ属の数種である。   

このうち，サカモリコイタグニは最初愛知県のプ  

リンスメロンの栽培温室内で発見されたものであり  

（Aoki，1970），その後の調査では都市の街路樹下の  

土壌から多く見出されている（Aoki＆Kuriki，1980；  

栗城・青木，1982）。本種は森林土壌からはほとんど  

発見されないことから考え，植被も貧弱で土壌も未  

熟な，他のダニ類にとっては生息しにくい人為庄のや  

高い環境をむしろ好む種と考えられる。残りの2者  

についても同様なことがいえるであろう。これらの  

種の由来については，クロマツ林内で細々と生活し  

ていたものが，かれらにとって好適な環境を得て生  

息密度を高めてきたものか，あるいはまた，他の同  

様に貧弱な環境から風などにより運ばれ定着したも  

のか，今のところ不明である。これらの種の中でも，  

試験植栽地A～Dの中で最も好む地点が異なり，ツ  

ブタニ属の一種sp．38は最も海寄りのA・Bで，サカモ  

リコイタグニはC・Dで，それぞれ最も高い出現頻  

度と生息密度を示していた。   

上記4種のほかにも，密度は低いながらも，（7）  

Qppiasp．Xツブダニ属の一種sp・XはA地点だけに，  

（6）Zhgoribatulasp・Bニセコイタグニ属の一種sp・B  

もほぼA地点だけに出現し，（16）乃c加印加〟∫VeJα一  

触クワガタダニはC～E地点に限定され，（17）∫c一  

加わ′加古郎臨画∫コンボウオトヒメタニはほぼC・  

D地点に限って生息していることがわかる。   

3．個体数の変動パターン   

ササラダニ種数や種組成がF，G地点という供給  

源において最も豊かでかつ，複雑となっていて，海   
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うこともできると思う。   

最前線の区（A・B）では海の影響を最も強く受け，  

草本類の植栽のみで，土壌動物の生息にとっては極  

めて厳しい条件の場所と思われたが，すでに10種前  

後のササラダニ類の生息が確認された。これらはダ  

ニ類の中でもパイオニア的な役割を果すものであろ  

う。中程の区（C・D）では木本の苗が植えられ，し  

かもDでは客土をしたためか，ササラダニの種も増  

加し，生息密度も更に後背部のクロマツ低木林とほ  

ぼ同じくらいの高さに達している。しかし，その種  

組成は後背部のクロマツ林とはかなー）異なったもの  

を示している点は注目される。植栽された常緑広葉  

樹が生育をつづけ，低木林と呼べる状態にまでなっ  

た時，ササラダニ種組成は更に複雑さを増すであろ  

うが ，それが後背のクロマツ林と似たものになるか，  

あるいは異なったものになるか，推測はむずかしい。  

しかし，おそらくは現在のクロマツ林下の種をとト）  

入れながら，常緑広葉樹林独特の種組成を形成して  

ゆくものと思われる。  

側へと前進するほど種数の減少と種組成の単純化が  

みられることはすでに述べた。また，ササラダニの  

密度はそのような傾向を示さないが，前線2地点と  

後背5地点とでは生息密度に相違があることを報告  

した。ここでは出現頻度が高く，個体数が比較的多  

い22種のササラダニについて個体数の変動パターン  

を調べてみた（図5）。   

基本的には種ごとにパターンはそれぞれ違う訳だ  

が，いくつかにタイプ分けすることは可能である。  

理論的には四型が考えられる。すなわち，（1）供給源  

では劣勢であるが，海寄ト）の前線で優勢となる前線  

増加型，（2）前線と供給源との間で優勢となる一山型，  

（3）供給源で優勢で前線に向うにつれて先細りとな  

る前線減少型，（4）供給源と前線で優勢な二山型，の  

四つのタイプである。この中，（4）の二山型に相当す  

る変動パターンを示す種は実際にはみられなかった。   

A，B，C地点などの前線部で優勢になる前線増  

加型にはbiasp．38とLiochthoniusspp．ナミグルマ  

ヒワダニ属数種（⊥．〆〟∽0∫〟∫α肋∫ウモウダルマヒワ  

ダニを除く2～3種を含む）がある。（2）の一山型は，  

OrめαJ〟血∫αんα椚0戒∫c／zeわrめαre∫仏和錯，伽7αSp．6  

など森林生態系より草原生態系で優占する種が多い。  

増加型や一山型の種は次の減少型とは供給源を異に  

しているグループであろう。増加型や一山型の種は  

森林のような安定した環境ではなく，海岸，河川，  

火山，自然崩壊地など不安定な環境下で分化したも  

のと思われる。（3）の減少型は最も普通の変動パター  

ーンを示す。減少が段階的に起きるのでいくつかの  

細かいタイプに分けることもできる。  

おわりに  

植栽した植物がうまく定着し成長してゆ〈ために  

は，それに伴う土壌の成熟が必要である。土壌中に  

生息する小動物は微生物とともに，植物遺体の分解  

に関与し，土壌構造を植物の生育にとって好適な方  

向に改革する働きをもつ。また，土壌の成熟のめや  

す（指標）としても用いられる。今回調査の対象と  

したのは，土壌中に生息するダニ類（ササラダニ類）  

だけであったが，その生息状態は他の土壌動物の生  

息と深い関連があるので，これを代表者として取扱  
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